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Well-being向上

に向けた取組み 

・在宅勤務、時差出勤等、柔軟な勤務形態をとっている。

・学内託児サービス制度があり、子供がいる教職員が働きやすい環境を整えて

いる。 

・長時間労働を抑制するために、毎月管理職の会議体で各部署ごとの超過

勤務状況を共有している。 

・毎年行っているストレスチェックにおいて、職場環境の改善が必要な部署へは

管理職と状況共有し、具体的な改善に努めている。 

アンケート実施 ○ アンケートの
社内共有 ○
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【ダイバーシティ経営の促進】
・多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者、性的マイノリティ
  等）が、十分に活躍できる環境が整備されている。

○ ○
・外国人に対して、外国語の話せる職員の採用や国際連携室という部署を設置し、円
滑なコミュニケーションを図るための体制づくりを行っている。

○ ○ ○

【多様な働き方の促進】
・テレワーク制度の実施やフレックスタイム制、時差出勤制度を
　導入し柔軟な勤務形態をとっている。
・ワークライフバランスを推進している。

○ ○
・在宅勤務、時差出勤等、柔軟な勤務形態をとっている。
・学内託児サービス制度があり、子供がいる教職員が働きやすい環境を整えている。

〇 ○ ○

【人権の尊重】
・ハラスメントの防止など人権が尊重された職場づくりのため、
 ルールが定められ、教育・相談体制が整備されている。

○ ○

・年に１回、外部講師をお招きし、全教職員へハラスメント防止研修を実施している。
（別途ハラスメントeラーニング研修も実施。）
・現在、ハラスメント相談窓口は既に設置しているが、更にハラスメント強化を図るた
め、ハラスメント相談員の設置を検討している。

○ ○ ○ ○

【従業員の心と体の健康への配慮】
・長時間労働の是正に取り組んでいる。
・従業員のメンタルヘルスを良い環境で維持できるように対策に
　取り組んでいる。
・従業員への健康投資による生産性の向上等に取り組んでいる。

○ ○

・長時間労働を抑制するために、毎月管理職の会議体で各部署ごとの超過勤務状況
を共有している。
・毎年行っているストレスチェックにおいて、職場環境の改善が必要な部署へは管理
職と状況共有し、具体的な改善に努めている。

○ 〇 ○

【人材育成】
・従業員に適切な能力開発、教育訓練の機会を提供している。
・職場体験やインターンシップの受入れ等、職業の学びの場を
　提供している。

○ ○

・気軽に自分の受講したい研修が受けられるよう、外部機関のeラーニング形式の研
修を取り入れている。
・学内で行う研修は、対面だけでなく、オンデマンド視聴やオンライン視聴など、教職
員が受講しやすい環境で学べるよう工夫をしている。

○ 〇 ○ ○

環
境

【廃棄物・有害化学物質の管理、３Rの推進】
・廃棄物・有害化学物質の管理を適切に行い、また削減に
　努めている。
・リデュース、リユース、リサイクルの推進を行っている。

○ ○ ○

・廃棄物を、廃棄物データ管理システムにて一元管理を行っている。
・可燃ごみ、古紙等の3R資源、鉄くず、缶・ビン・ペットボトル、電池、それ以外の不燃
物等について、回収ボックスの適正配置等により学内で細かく分別回収を行ってい
る。特に、古紙分別に関しては、学内共用部や全ての研究室内に回収ボックスを設置
しており、排出者へ廃棄物に対する意識付けを行い、3Rの推進に努めている。
・キャンパス内の枯葉・落葉の処理に関しては、地域の企業へ無償提供し有効活用
（腐葉土への資源）を行っており、ゴミの減量化へも貢献している。

○ ○ ○ ○ ○

【温室効果ガスの排出削減】
・省エネルギーや再生可能エネルギーの利活用など、
　温室効果ガスの排出削減に取り組んでいる。

○ 〇
・冷房設備のエネルギー使用抑制のため、クールビズ（半年間）を実施している。
・施設・設備を導入している（LED照明・高効率の空調機への更新、太陽光発電の利
活用、コジェネシステム導入による発電機の廃熱利用など）。

○ ○ ○

【生物多様性、天然資源への配慮】
・自社活動が生物多様性や生態系にどのような影響を与えるか
　確認して、持続可能な活動となるよう取り組んでいる。
・天然資源の持続的利用に配慮した調達を行っている。

○ 〇 ・会議体など、ペーパーレス化により紙を削減している。 ○ ○ ○ ○ ○

【水資源の有効活用】
・自社の水の利用状況を適切に管理し、水の有効利用や節水に
　努めている。

○ ○
・施設・設備の更新時に、節水型器具を導入している。
・トイレ洗浄水には、中水を使用している（キャンパス内１４棟）。

○

【製品・サービスの安全性】
・自社の製品・サービスの安全性や品質を確保するための
　仕組みを構築している。

○ ○

・安全衛生委員会の現場巡回にて、定期的に安全性や現場の環境を確認している。ま
た、モノづくりセンターでは、機械・工具の安全講習を実施し、学生への安全性を確保
している。
・施設・設備面の安全性については、日常と周期の点検により危険箇所の察知を行
い、対処している。また、バリアフリーへの対応を積極的に実施している（自動ドア
化、講義室の引き戸改修、段差解消など）。
・事業活動において、第3者評価と指摘事項を踏まえ、PDCAサイクルによる改善に
取り組んでいる。

○ ○

【社会課題解決】
・社会課題の解決を意識した事業運営に取り組んでいる。
・地域、大学、NPO、行政など多様な主体とのパートナーシップに
　より、社会課題を解決する製品・サービスの開発・展開に取り組
　んでいる。

○ ○ ○

・SDGsをテーマとした全学的プロジェクトを立ち上げ、意識共有及び学内資源の可
視化に取り組み、地域における地の拠点としてSDGsへの貢献を目指している。
・企業や大学との共同研究によりSDGsソリューション開発に取り組んでいる。
・地域や行政の課題をテーマとしたPBL（Project based learning：課題解決型
学習）を行い、SDGsを実行する人材を育成している。
・大学連携の枠組みでSDGsに関する教育プログラムを実施予定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【個人情報保護】
・個人情報を適切に管理している。

○

・個人情報護規程及び情報セキュリティポリシーを策定している。
・情報関係ガイドライン（9種）を策定している。
・情報セキュリティ研修を毎年実施し、個人情報保護を含め情報管理のルールを周知
徹底している。
・ファイアウォール装置を整備し、サイバー攻撃対策を施している。
・各情報システムのセキュリティ対策を施している。
・情報漏洩や不正アクセス等に発展しないよう通信監視を行っている。
・学外の問題事案を例に学内に注意喚起を適宜行っている。

○

【法令遵守】
・法令遵守の考え方が社内に浸透し、法令を確実に遵守する
　体制・仕組みが整備されている。

○
・法令遵守が確実に行われるよう、セミナーへの参加や、弁護士・社労士の方へ相談、
アドバイスを行いながら、体制・仕組み・ルールを整備している。

○

【内部管理体制】
・経営理念及び経営目標の社内への共有が行われている。

○

・経営理念「For all the students～すべての学生生徒のために」を明文化してい
る。
・経営理念、経営目標に基づく中期経営計画［マスタープラン］を全教職員の意見を
踏まえて策定し、全教職員で共有している。

○ ○ ○

【事業継続、事業承継】
・事故や災害などの発生のおける事業継続計画を立案している。
・事業承継に関する検討・対策を行っている。

○ ○ ○

・経営計画、事業計画策定にあたっては、あらゆる外部環境変化を想定した上で、持
続性、継続性に留意し立案している。
・緊急連絡網を作成し、緊急時の連絡体制を整備している。
・後継者の指導・育成に取り組んでいる。

○ ○ ○ ○

SDGs達成に向けた取組みチェックシート
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